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ビジネスは利益の創出にお家、自己を維持するものである。これらは市場の要求へどれだけ

貢献できるかが、自己事業を決定するものである。 

 

これらは先端性の追求が市場を牽引し、事業の安定性を可能とできることを意味する。また

企業努力におけるすべての現実の向上は、より優れた企業経営を与えるものである。 

 

これらは無駄の削除と企業システムの構築において次世代という新しい現実への参加を提

案するものであり。企業製品における優位性はその開発における企業基準とビジョンを明

示することで、時代を牽引する企業へ自己転換を可能とできるものである。 

 

これらは IT システムにおける可能な自動化とともに、より優れた効率性と生産性を実現す

ることで新たな企業経営基準とシステムにおける経営体制を確立できるものである。 

 

これら時代性における新現実への参加は企業転換という現実を企業に要求するものである。 

これらが完全に既存システムと相違するためである。 

 

これら最も優れた企業システムと経営者における理解と決定能力は、時代先端性において

市場を牽引する企業への転換を実現できるのである。 

 

また独創性という優れた理解性の実現は、明らかに企業の大きな可能性である。 

 

これらは時代性への到達への正しい理解であり、旧癖における現実の崩壊とともに、企業は

新しいステージへ自己の転換を求められるのである。 

 

これらは企業が新しい可能性とともに自己を行うことであり、新たな創造性という企業へ

の要求は企業の風土や体質を完全に転換することを要求するのである。 

 

これらは企業がその独立性とともに、可能性を実現することであり、これらが企業環境や風

土を完全に転換するのである。 

 


